
平成３０年度 第１回

青梅市教育委員会定例会会議録

日 時  平成３０年４月１３日（木）午後１時３０分

場 所  青梅市役所３階教育委員会会議室
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第１回青梅市教育委員会（定例会）議事日程 

会  期 平成３０年４月１３日（金）１日間

場  所 青梅市役所３階教育委員会会議室

１ 教育長開会および開議宣言 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 教育長報告事項 

４ 協議事項 

５ 議案審議 

議案第１号 青梅市社会教育委員の委嘱について

議案第２号 青梅市教科用図書選定委員会規則の一部を改正する規則について【追加議案】

６ 教育長閉議および閉会宣言

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

教育長報告（再掲） 

１ 青梅市教育委員会事務委任規則第３条にもとづく専決処分の報告について（指導室）

２ いじめ問題対策委員会調査部会報告の公表について（教育指導担当）

３ 生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭２０１８～における物品の販売行為等について（社

会教育課）

４ 諸報告

 (１) 委員会等会議録

  ア 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課）

 (２) 事業等の実施予定について

  ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課）

(３) 事業等の実施結果について

  ア 平成２９年度後期後援名義使用承認結果について（教育総務課）

イ 不登校児童・生徒の状況（２・３月分）（教育指導担当）

ウ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課）

５ 平成２９年度青梅市立小・中学校卒業式および平成３０年度青梅市立小・中学校入学式の実

施状況について（指導室）

６ 平成３０年度青梅市立小・中学校教育課程届概要について（指導室）

７ 平成３０年度青梅市教育委員会主催研修会・委員会等日程一覧について（指導室）
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協議事項（再掲） 

１ 青梅市教科用図書選定委員会規則の一部改正について（指導室）

２ 平成３０年度青梅市立小中学校教科用図書採択要領について（指導室）

３ 平成３１年度から使用する青梅市立小中学校教科用図書採択の諮問について（指導室）
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教育委員会委員   大 野 容 義
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教育委員会委員   榎 本 淳一郎

出席説明員   教 育 長 (再 掲 ) 岡 田 芳 典

教 育 部 長   渡 辺 慶一郎

教 育 総 務 課 長   浜 中  茂    

学 務 課 長   石 川 裕 之

指 導 室 長   中 嶋 建一郎

教育指導担当主幹 拝 原 茂 行

学校給食センター所長 渡  部  亀 四 郎

社 会 教 育 課 長   塚 本 智 信

文 化 課 長   北 村 和 寛

書 記   教育総務課庶務係長 須 崎  満

教育総務課庶務係 加 納 康 紀
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午後１時３０分開会

日程第１ 教育長開会および開議宣言 

【教育長（岡田）】 本日の定例会には、教育長および委員４名が出席しておりますので、本会議

は成立いたしました。

これより、平成３０年度第１回青梅市教育委員会定例会を開会いたします。

 本日の会議を開きます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 初めに、傍聴についてお諮りいたします。

ただいま、青梅市新町にお住まいの○○さんから傍聴の申し出がありました。教育長として

傍聴を許可したいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

【教育長（岡田）】 異議なしと認め、傍聴を許可いたします。

〔傍 聴 人 入 場〕

【教育長（岡田）】 傍聴の方に申し上げます。お手元の傍聴券にお守りいただくことが記載し

てございますが、写真撮影、録音につきましても会議の妨害となりますので、行わないようお

願いいたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第２ 会議録署名委員の指名 

【教育長（岡田）】 次に、会議録署名委員の指名を行います。

本日の会議録の署名委員には、大野委員を指名いたします。

【委員（大野）】 はい、わかりました。

【教育長（岡田）】 次に、第１１回定例会および第１２回臨時会の会議録が机上に配付されてお

ります。次回までにご覧いただきまして、次回の定例会でご承認いただきたいと思います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 次に、本日の議事進行につきまして、教育長報告事項１および教育長報告事

項２につきましては、議事の都合上、本日審議される案件の最後に行います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第３ 教育長報告事項 

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項から始めます。まず初めに、委員の皆様から報

告を頂戴したいと思いますが、どなたかございますか。

【委員（手塚）】 私、今年は第二小学校と第二中学校の入学式に出席させていただいたんです

が、第二中学校の方が、在校生２・３年生の生徒さん全員が出席してくださっていました。校

長先生に伺いましたら、昨年大野先生がご出席されて、ぜひ在校生もというお声かけをしてく

ださったので、今年は全員出ておりますということでした。在校生の皆さんのぴしっとした姿

を１年生に見せられて、その中で迎えられるというのは素晴らしいなと思いました。
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それから前回の会議の協議事項の中で、青梅市スクールサポートスタッフというのを取り入

れるということで８校応募がなかったということでした。その辺のことをちらっとお伺いした

中で、パッと聞かれたときに必要と感じなかったので申し込まなかったというところがあった

らしいんですが、例えばそういう方に図書室に入って１日いていただければ、中学校なんかは

どなたもいないときは鍵をかけている状態が全部開けられることになったのになと、今さらな

がらちょっと残念に思ったりします。もし来年度にまたこういったサポートスタッフの設置が

されるようでしたら、要らないという学校にはぜひ、図書の司書さんというんですか、図書室

の担当みたいな形で、図書の支援員さんだけでは足りないところ、図書室を開けてるというた

めのスタッフの一人としていていただくだけでもありがたいと思いますので、ぜひそういった

ところでお勧めしていただいて、申し込んでいただければなと思いました。

以上です。

【委員（大野）】 前回の教育委員会の後、帰宅しましてから色々感じたことが２点ございます

ので、それを話したいと思います。

まず１点は、今手塚委員から話があった青梅市スクールサポートスタッフの件です。これは

大変いい制度だなと思います。なぜかというと、学校としては授業の準備を念入りにしてこそ、

いい授業ができるわけですけれども、その教材をつくる、印刷をするとか、忙しい時間の中で

一気にやっていかなきゃならないわけですけれども、そういうときに手助けをする人がいると

いうのは、授業そのものの充実に大変役に立つんじゃないかなと思います。

また中には、例えば視聴覚機器を使った授業をどんどん進めてほしいわけですけど、どうも

それが苦手だなとか、それから案外時間がかかるのだと思いますよ、そういうものの教材づく

りって。それが億劫だったり、わからないとか、そういうことでやりたくてもなかなかできな

い先生たちに、こういうスタッフが教材づくりのところで大いにお手伝いできるということで

いけば、授業改革が大きく進むんじゃないかと思います。

そういう意味でも、今これは東京都からの補助金事業ですが、これってきっとまた市で全部

もてという話に何年かたったらなるんでしょうけど、これはぜひ充実させて、青梅市でも何が

何でも予算はとらなければならないねという事業に、この１、２年の間にしていっていただけ

たらいいんじゃないかと思います。

それから２点目ですけれども、いじめ問題の件です。各学校の取り組みをもう一度きちんと、

改めて今年していただくように、ぜひ事務局、指導室の方からも指導をお願いしたいんですが、

私の考えでは、すべて充実させなきゃいけないのでしょうが、主に３点です。

１点は、学校いじめ対策委員会、これは今まで学校に教育相談部会とか生活指導部会などが

あるから、屋上屋を重ねるような感じだなと受け取っておられる学校がまだあるんじゃないか

と思うんです。しかしながら、学校いじめ対策委員会はいじめの未然防止、それから早期発見・

早期解決に向けて、それだけに特化してきちんと充実してもらった方がいいんじゃないかと思

うので、ぜひそれを徹底してもらったらいいかと思います。それが１点。
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それから２点目ですけれども、やはりいじめが起きたとして、それには土壌があるわけです

よ。それは、やはりその前、もしくはその前の学年のときに、例えば学級崩壊が起きるとか、

または校内での暴力問題が蔓延してしまうとか、そういうことがあると子どもたちの気持ちが

すさむだろうし、または学級崩壊でいけば、教師不信になり、翌年、その翌年になっても教師

不信が変わってくれない場合があると思うんですよ。そうなると、いじめなどについても勇気

を持って先生に知らせるなんていうこともできなくなりますし、気持ちがすさんでいたら、や

はりこういうことって起きるんじゃないかと思うんです。

そこで、当たり前のことですけれども、２点目としては支持的風土、子どもたちがお互いを

支える支持的風土づくりを充実させた学級経営を、改めてもう一度青梅市のすべての学校、す

べての学級でしていただくようにお願いしたらどうかと思います。決して難しいことではなく

て、例えば今の時期でいえば、アイスブレーキングを狙いとした学級活動とか、そういうよう

なことを含めて、子どもたちが楽しみながら、しかしお互いのよさがわかるような、そういう

支持的風土づくりを狙った学級づくりが大切だろうと思います。改めて年度始めなので、そう

いうことをまた徹底していただければと思います。

３点目ですけど、小学校の道徳の教科書をここで使い始めるわけで、私も一冊今日持ってき

たんです。改めて、来る前に読んでみました。いじめに特化して読んでみます。そうすると、

当たり前ですけれども、この道徳の教科化というのは、大津のいじめ事件をきっかけに、こう

いうふうに教科化しようという話になったわけでして、そういう中に各学年で大変いい教材が、

私たちが採択したこの教科書の中にもありますので、ぜひ各学校で小学校の道徳の授業を充実

させていただくように、またお願いしたいなと思います。

以上です。

【委員（稲葉）】 春休みの子どもたちの様子はどうかなと思って、新町のはぐはぐを訪問して

きました。１００人前後の子どもたちと乳幼児と親御さんがいらっしゃいました。子どもたち

は来たチームごとというか仲良し同士でボードゲームなんかに興じていて、人数がすごく多く

て混雑しているんですけど、和やかにそれぞれのテリトリーを妨害しないように遊んでいたの

で、そこまで落ち着いて遊ぶ状況がそこにできているのはとてもいいなと思います。最初の子

育て支援センターの子どもたちの遊び方の状態を私は知っていますので、そこから考えたら、

スタッフさんたちの遊びと子どもへのかかわり方というのがとてもいい感じで、人間関係も、

それから遊びを伝える力、それから遊びを受け入れる力、そして子ども同士で遊びを広めてい

く力ができている、いい子どもたちの遊び場になっているなと思います。特に、アナログゲー

ムなどは部品がとても小さいんですね、人生ゲームなどは。そうすると、１０年ほど前はもっ

とぐちゃぐちゃで返していたのが、今はきちんと整理整頓して、数まできっちり数えて、２年

生ぐらいだったんですが、「完璧です」と返すようになっているので、そこはすごいねと思って、

子どもたちをほめたりするととても嬉しそうでした。借りるところから返すところまで、社会

の中で子どもたちにルールをちゃんと伝えられて、それが身についているなというところはと



6

ても嬉しかったです。

それからもう一点は、新生涯施設のところで、人づてなんですけれども、あそこの建築をし

てくださる方が青梅市内の業者さんだと聞きまして、とても嬉しく思いました。やはり新しい

ものを建てるときに、外注ではなくて青梅市の業者さんに建てていただくと、建てる思いも違

うだろうしと思います。そのときに、内部の設備なんですけど、やはりロビーには、私の個人

的な希望ですけど、青梅は木がとても豊富ですし、作家さんも建具屋さんも木工さんもいます

ので、青梅の木、あるいは自然の木を使った、それぞれオリジナルでいいので、みんなが座れ

るような椅子とかテーブルをおしゃれに配置していただくと、既製品の企業がつくったものよ

りは郷土愛が溢れていていいかなと思うんです。経費の面もあるかもしれませんけど、青梅で

事業をしている木工家具屋さんとか、木工の作家さんを育てるためにも、ぜひぜひ１点でも２

点でも採用していただけると嬉しいなと思いました。

以上です。

【教育部長（渡辺）】 まず建築業者の話なんですが、建築、電気、設備がございます。建築に

つきましては何社か集まったＪＶという形で青梅市内の業者でございます。電気につきまして

も青梅市内の業者なんですが、設備につきましては羽村の業者でございます。その業者は青梅

の図書館などをやった業者ですので、安心できる業者でございます。

それからもう一つ、青梅産材の利用でございますが、以前稲葉先生からもご指摘いただきま

した子育てひろば、２階にあります施設でございますけれども、そこの椅子とか机なんかも、

他の施設では椅子が机の中に入らないようなことがあったようにお聞きしていますので、椅子

等についても先生にご相談申し上げたいなと考えているところでございます。

１階のフロアについてでございますが、経費との相談もございますけれども、そこにつきま

してもまた木工の作家さんとかご紹介いただいたり、ご相談申し上げたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。

【委員（榎本）】 青梅大祭もだいぶ近づいてまいったんですが、先週土曜日に本町会館のお祭

りの飾りつけに、斉藤先生のご指導のもとやらせていただきまして、だいぶお祭り気分も高ま

ってきたんですが、今年は交通規制が２日ともやるということで、少し規模が大きくなるみた

いで、児童生徒に関しては少しはめを外してしまうこともあるかと思いますので、その辺を注

意して今年のお祭りを見ていきたいなと思いました。

以上です。

【教育長（岡田）】 東京都教育委員会でも、そういう地域の伝統行事みたいなときには積極的

にその日を休暇にするようにというのがきていますので、以前から第一小学校はお休みなんで

すけれども、勝沼は第四小学校区なので、そこは授業はあるということです。今後はそういう

地域の伝統行事があるときには、その日は学校を休みにして別の日にという教育課程上の届け

出をするようにということがありました。

私の方でも、一昨日、東京都市の教育長会がありまして、その中で東京都からの連絡事項と
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いうことで何点かありました。一つとして、学校における食物アレルギーに対しての徹底とい

うことでお話がありました。これはまた校長会あるいは養護教諭会等で対応してまいりたいと

思います。

それから、受動喫煙防止対策ということで、これにつきましても都条例等の関係から、学校

校舎、また敷地を含めて全面禁煙化する自治体がふえているというお話がありました。

もう一つは、今年度ということで、まだ確定ではないんですけれども、公益財団法人日本英

語検定協会による英検ＩＢＡの無償実施ということで、４機能のうちのリーディングとリスニ

ングについて、４５分間の試験を受験料無料で全都の中学校で実施してほしいという依頼があ

りました。昨年までは千葉県で実施したものを、今年度から東京都で実施したいということで

す。これについては、また室課長会等で詳しいお話がありましたら、校長会を通じて全校で。

５０分の授業１時間の中で４５分の試験ですので、できますので、参加したいと。一つには、

成績以前にもそういう慣れというんですかね、場数を踏むような経験になればいいかなと思っ

ています。これについては校長会に協力を求めていきたいと思っています。

私からは以上でございます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭２０１８～における物品の販売行為等について（社

会教育課）

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項を説明させていただきます。

教育長報告事項３、生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭２０１８～における物品の販売

行為等について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、報告資料３をご覧いただきたいと存じます。

５月１２日（土）・１３日（日）に、釜の淵公園とその周辺施設で生涯学習フェスティバル～

釜の淵新緑祭２０１８を開催いたします。飲食の販売等につきましては、３年目なりました。

今年も資料に記載のとおり、市内業者による飲食物の販売、新緑祭の催しの中での手芸品等の

販売を予定しております。予定品目、予定価格は裏面にございます。飲食物販売につきまして

は、協力業者、品目について現在調整を進めているところでございます。

これらの販売行為につきましては、新緑祭の開催目的の範囲内の事業内容であることから、

承認いたしたいと考えております。

また、釜の淵公園を所管する公園緑地課の承認を得て実施してまいります。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 それとはちょっと関連がないかもしれませんけど、釜の淵の自動販売機のと

ころなんですが、すごく缶がたまっていて、ごみが山のような状態だったので、そこはどこが

管轄しているのかと思ったら、釜の淵市民センターではなくて違うところが管轄しているので、
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施設管理者の人が気がついても、なかなかそちらまで手が回らないということをお聞きしまし

た。だから、新緑祭のときにごみの処理なんかはどうされているのかなということが気になり

ました。業者が違うと、こちらが気づいていても、全然掃除をしないでほったらたかしでカラ

スが来ていたりするので、その辺は釜の淵会館を使用したときに気がついて、どうなっている

んですかとお尋ねしたら、そんな感じでしたので。

【教育長（岡田）】 駐車場の通りの向こう側は民間なんですよ。敷地の向こう側で、昔からあ

って、市は手が出せないんですね。一番極端なのは、あそこを市がフェンスしてしまえばいい

んだけど、そうすると民営圧迫になるので、公園緑地課の方にお話は伝えて対策を講じるよう

にしたいと思います。

【委員（稲葉）】 青梅市民だったらああそうかと思うんですけど、外部から来てくださってい

る方は、そういうところを見ると、何とまあというふうに思われないかなと思うし、ごみをど

こに捨てたらいいのという感じなので、その辺のところをいい関係でその民間の方にお伝え願

えれば嬉しいんですけど。

【社会教育課長（塚本）】 ご指摘ありがとうございました。こちらの自動販売機付近につきま

しては、公園緑地課の方に伝えます。新緑祭で出たごみにつきましては、公園内で全部処分す

る形です。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

４ 諸報告 

    (１) 委員会等会議録 

     ア 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課） 

    (２) 事業等の実施予定について 

     ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課） 

(３) 事業等の実施結果について 

     ア 平成２９年度後期後援名義使用承認結果について（教育総務課） 

イ 不登校児童・生徒の状況（２・３月分）（教育指導担当） 

ウ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項４諸報告ですが、あらかじめ各委員には事前に目を

通していただいておりますので、何かご質問、ご意見等ございましたらお願いいたします。

【委員（手塚）】 長期欠席児童・生徒状況調査を拝見していて、やっぱり中学生は結構いるん

だなというところで、全欠席のお子さんについて、小学校の方はご事情をお伺いしたことがあ

るんですが、中学校の方は全部、教育委員会としてはどんなご事情でというのは把握されてい

る形なんでしょうか。第二中学校と第三中学校で、累計で全欠席となっているということは、

１年間学校にいらしてないということですよね。どこかスクールに行かれているとか、何か手

だてを受けているならいいんですけれども、全くつかめないということではないのか、ちょっ
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とそれだけ心配になりました。わかればで結構ですので。

【教育指導担当主幹（拝原）】 小学校・中学校のあがってくるお子さんに対しましては、各学

校で個票をつくっておりまして、そちらにどういった状況であるかということと、今後どうい

った指導、支援をしていくかということを毎月書き留めたものを、教育委員会の方にも送って

もらっているんですけれども、それをもって各学校で共有をするという形で努めております。

ちょっとここには載ってないんですけれども、中学生の不登校が多いということで中学校３

年生の進学等について気になっていたので聞いてみたんですが、３０日から４９日欠席をした

お子さんが３名該当していまして、そちらについては全日制の高等学校、定時制の高等学校に

それぞれ進学しております。５０日以上欠席をしたお子さんが５９名該当しておりましたが、

こちらは全日制に２４名、定時制に３０名、就職が５名ということで、不登校、欠席していた

お子さんも進学等しております。

【教育長（岡田）】 ほかにご質問、ご意見いかがでしょうか。

よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

５ 平成２９年度青梅市立小・中学校卒業式および平成３０年度青梅市立小・中学校入学式の実

施状況について（指導室）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項５、平成２９年度青梅市立小・中学校卒業式および

平成３０年度青梅市立小・中学校入学式の実施状況について、を説明いたします。

【指導室長（中嶋）】 それでは報告資料５、平成２９年度市立小・中学校卒業式の実施結果に

ついてをご覧ください。平成３０年３月２２日に小学校、２０日に中学校、１７日に東小・中

学校におきまして、平成２９年度の小・中学校の卒業式が行われました。小学校が１７校、中

学校が１１校で、記載のとおり、国旗につきましては式場・式場外とも掲揚され、国歌につい

ては起立の上、斉唱が実施されました。

続いて裏面をご覧ください。平成３０年度青梅市立小・中学校入学式の実施結果でございま

す。小・中学校とも平成３０年４月６日に行われました。なお、東小・中学校は実施しており

ません。小学校は１６校、中学校は１０校、記載のとおり、国旗は式場・式場外に掲揚され、

国歌については起立の上、斉唱が実施されました。

以上、適正に実施できましたので、ご報告をさせていただきます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

６ 平成３０年度青梅市立小・中学校教育課程届概要について（指導室） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項６、平成３０年度青梅市立小・中学校教育課程届概

要について、を説明いたします。
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【指導室長（中嶋）】 それでは報告資料６、平成３０年度青梅市立小・中学校教育課程届概要

について報告いたします。

まず、概要（１）につきましてご報告いたします。

各学校の教育目標について変更はございません。年間授業日数については、１から４日程度

増えている小学校が多くなっております。

次に、年間授業時数ですが、学校ごとに２段となっております。下の段が平成２９年度の実

施時数で、上の段が平成３０年度の計画実時数であります。なお、東小学校の４年生の実施時

数は、途中入所のため少なくなっております。

一番下の段の「標準」と書かれているのが、学習指導要領で示された標準時数です。今年度

は移行期で、青梅市の場合は小学校３年生から６年生で３５時間ずつ増えております。これは

外国語活動と英語が増えたためとなっております。この関係で授業日数が増えているものとと

らえております。昨年度はすべての学校でこの標準時数を上回り実施しており、本年度につい

ても、標準時数を上回る時数で予定しております。

続いて裏面をご覧ください。概要（２）に移ります。各学期の始業式・終業式の実施につい

ては、記載のとおりでございます。１学期の終業式と２学期の始業式にばらつきがあります。

このことについては、各学校長の経営方針によって、事前に認めたものについて変更になって

おります。

次に、学校行事等についてです。運動会・体育祭の開催については、１学期に実施されるの

が小・中学校合わせて１１校、２学期が小・中学校合わせて１７校となっております。今年度

は春の５月２６日に小・中合わせて５校、秋の９月１５日に中学校３校と小学校２校、９月２

９日に小学校７校が集中しております。お時間の許す範囲で応援をよろしくお願いいたします。

最後に、今年度の教育課程の届け出について相談があったものを幾つか報告いたします。

一つは、小学校での英語の授業について、モジュールで取り組めないかというものです。モ

ジュールでの実施というのは、例えば４５分の授業を１５分ずつ３回、３日間に分散させて行

うような方法です。結果的には、英語のモジュールでの授業は、これまでも実施していた友田

小学校のみの実施となっております。友田小学校は余剰時数という、この規程の時数以外のと

ころで実施しておりますので、これまでも認めておりましたが、ほかの学校は申し出が最終的

にありませんでした。

ほかには、ＳＯＳの出し方に関する教育や人権課題の性同一性障害について、どのように計

画に入れたらよいかという相談がございました。それぞれ安全教育や道徳の授業、または特別

活動等で取り上げていくことを指導しております。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（大野）】 学校ごとに１学期の終業式が違うんだなと思って見ていたんですけど、若草
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小学校が７月２７日ですね。小学校では一番遅いんですけど、そういうのをそうなんだと思い

ながら見て、概要（１）の授業時数を見ますと、若草小学校は６年生で１０５５の予定です。

その下の東小学校は１０５４で１時間しか違わない。若草小学校は７月２７日までで、藤橋小

学校は７月２０日までなんですよ。２学期の始業式は、若草小学校は８月２９日と１日早く始

まって、藤橋小学校は８月３０日から始まっているんですね。授業の日数は藤橋小学校の方が

８日間――間に休みが入るから全部ではないんだけど、同じような時間というのは一体どうい

う違いがあるのかなと思って、およそ見当がつかないので、もしわかったら教えていただきた

いと思います。どういうことなんでしょうか。

【指導室長（中嶋）】 今現在、年間の状況がわかるものはないんですけれど、授業日数を見て

いただくと、藤橋小学校と若草小学校が１日違いなんですね。つまり途中で、例えば土曜日に

授業をするとか、そういったことが藤橋小学校は多く、若草小学校はしていない、そんなふう

にとらえていいただければよろしいかと思います。

【委員（大野）】 つまり、若草小学校は授業参観とか何かで土曜日の授業を無理して入れてな

いと、そういうことですね。なるほど、納得ですね。はい、わかりました。

【委員（手塚）】 感想です。小学校の４・５・６年生と中学校の１・２・３年生が同じ授業時

間数なんだなというところで、中学生の方がいっぱい勉強しているイメージがあったものです

から、小学生忙しくなるぞというのを感想として持ちました。

【教育長（岡田）】 ほかにいかがでしょうか。

計画ですので、臨時の災害、台風とか降雪で休校がありますと、その分４時間、６時間と減

りますので、減ってもなおかつこの標準時数をクリアしていけるような当初の計画となってい

るというふうにご理解いただきたいと思います。

よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

７ 平成３０年度青梅市教育委員会主催研修会・委員会等日程一覧について（指導室） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項７、平成３０年度青梅市教育委員会主催研修会・委

員会等日程一覧について、を説明いたします。

【指導室長（中嶋）】 報告資料７、平成３０年度青梅市教育委員会主催研修会・委員会等日程

一覧をご覧ください。

今年度の大きな変更点は、すべての研修会・委員会等の見直しを図り、実施回数を削減した

ことであります。これは教員の働き方改革の一環として、また指導主事の働き方改革としても

とらえ、見直しました。見直しにあたっては、小・中の校長会からのご意見をいただきました。

表の中では網かけ部分が削減したものになります。

また、内容の見直しもしておりまして、１枚おめくりいただいて、２ページ一番下の欄にあ

ります情報教育推進委員会では、タブレット研修やプログラミング研修を組み込んでおります。

もう一つ、３ページ中段やや上、小中学校英語推進委員会です。小学校での英語の教科化を受
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け、小中学校の先生方の情報交換や連携を図れるようにしております。

大変恐縮ですが、訂正がございます。３ページの下から左の枠４つ目になります教育活動支

援員連絡会ですが、今年度は研修と変更しておりまして、５月と１０月に実施予定です。です

ので、この３月１１日の実施はございません。また、研修会はこの一覧から漏れておりました

ので、ここで訂正させていただきます。申しわけありませんでした。

報告は以上です。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 色々な先生方への研修は必要だと思いますし、大事なことだと思うんですけ

ど、先日保護者の方から、新１年生に入学したんだけど、担任の先生に笑顔がないと。それで

１年生の子たちは楽しいのかなという声を聞きました。緊張されてての笑顔がないことかもし

れませんけれど、先生方の研修の中に、心理面でストレスマネジメントとか、それから子ども

たちへの語りかけ、言葉がけというところの心理的な研修がとても大事かなと思うので、そう

いうものを入れていただければいいかなと思うんです。それぞれの先生方の性格はあると思う

ので、無理のない程度で知識を入れて、それを実践できるような、単に講義を聴くだけではな

くてワークショップで自分も体験してみるようなものがあれば採用していただけると、若い先

生たちが楽になると思います。

それからもう一つ、教育活動支援員連絡会のところで、研修を５月と１０月に実施というこ

とで交流を図っていただくのはとてもいいと思います。支援員さんの方からは、５月、１０月

といわず、年３回くらい研修させていただきたいという積極的な声もいただいています。そこ

はやはり支援員さんが子どもたちのために、先生のサポートのために頑張ろうという意欲が見

えているところなので、どうぞ支援員さんたちの気持ちを受けとめて、モチベーションをアッ

プしていただければいいなと思います。よろしくお願いします。

以上です。

【委員（大野）】 今稲葉委員がおっしゃった、そういうワークショップって、一体どこに入れ

るんだろうなと思って見ていたんですが、やっぱり初めが大切でしょうから、指導主事の先生

に少し工夫していただいて、１年次の研修とか、若手教員研修というのが３年まであるんです

けど、そういう中に少し入れていただくと、稲葉委員のおっしゃったような笑顔溢れる先生を

育てられるのかなと思いました。提案です。

【指導室長（中嶋）】 ありがとうございます。これからも頻繁に研修がありますので、その中

で今いただいたお話などもしていきながら、指導したいと思います。ただ、やはりまだ緊張し

ていると思いますので、もう少しすれば段々と柔らかくなるのかなと思いますけど、よろしく

お願いいたします。

【教育長（岡田）】 よろしいでしょうか。

教育長報告は以上で終了といたします。
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┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第４ 協議事項

 １ 青梅市教科用図書選定委員会規則の一部改正について（指導室）

【教育長（岡田）】 次に、協議事項に移ります。

協議事項１を議題といたします。青梅市教科用図書選定委員会規則の一部改正について、を

説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、青梅市教科用図書選定委員会規則の一部を改正する

規則要綱についてご説明を申し上げます。

協議資料１をご覧ください。

初めに、改正に至った経緯についてご説明いたします。

１の改正の理由にございますように、教科書採択に直接の利害関係を有する者は、委員とし

て選任することができないため、これまでの要綱のままでは委員数が著しく少なくなることが

懸念されております。そのため、これまで校長だけであった委員に副校長も加えることができ

るようにするものでございます。また、吹上小学校に特別支援学級の固定学級を新設したこと

に伴い、特別支援学級専門委員会の委員を１名追加しようとするものでございます。

次に、２の改正の内容でございます。この資料をもとにご説明いたしますが、２枚おめくり

いただいたところに、新旧対照表をお配りしておりますので、あわせてご覧ください。

２の改正の内容の（１）組織の見直しについて、表の左側をご覧ください。選定委員会の委

員に副校長も加えて小学校は１７名以内、中学校は１１名以内としております。

（２）専門委員会委員長の見直しですが、選定委員会の下部組織である専門委員会の委員長

は、選定委員会の委員が務めることになっておりますので、専門委員会の委員長にも副校長を

加えようとするものでございます。

（３）表の特別支援学級の専門委員会の委員を１名追加し、６名にしようとするものでござ

います。

最後に、３施行期日は公布の日としております。

次に、１枚おめくりいただきまして、青梅市教科用図書選定委員会規則の一部を改正する規

則でございます。こちらは、先ほどの要綱にあわせて、関係規則を改めようとするものでござ

います。

説明は以上となります。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

【委員（大野）】 これは全都でそういう動きがあるんですか。それとも、青梅市の校長先生たち

のかなりの数が教科書の作成に携わっていたりするために、青梅だけで変えるものなんですか。

どちらなんでしょう。

【教育指導担当主幹（拝原）】 自治体の規模数にもよるかと思うんですが、元々学校数の少ない
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地域では副校長が入っていた地域もございます。また学校数の多いところでは、校長だけでもか

なりの人数ございますので、規則を改正する必要のない地区もあるかと思います。青梅市は小学

校が１７校、１７名ということだったんですが、教科書の公平性、採択には「利害関係を有する

者は」というところが、近年大変厳しくなってきておりますので、そういった点で委員になれな

い校長が増えてきたため、今回このような改正に至ったところでございます。

【教育長（岡田）】 ちなみに、他市の教育委員会の状況というのは特に発効していない、青梅市

独自のものですよね。

昨年の小学校道徳の教科書のときに、ある校長先生が、ある教科書メーカーとの関係上、辞退

されたので、昨年は１名欠だったんですかね。今後また各教科ありますので、そういう点でそう

していきましょうということで、ご理解願います。

二つ目のことは、吹上小学校に特別支援情緒の固定ができました分の増ですので、これは別の

理由ということでご理解いただきたいと思います。

過去の教科書採択に絡んで、東京都で多くの先生方が懲罰を受けたことも踏まえて、適正に管

理していこうということでご理解願いたいと思います。

よろしいでしょうか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市教科用図書選定委員会規則の一部改正

について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 平成３０年度青梅市立小中学校教科用図書採択要領について（指導室） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項２を議題といたします。平成３０年度青梅市立小中学校教

科用図書採択要領について、を説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは続きまして、平成３０年度青梅市立小中学校教科用図書

採択要領についてご説明申し上げます。協議資料２をご覧ください。

１の目的にございますように、この要領は平成３１年度から小学校で使用する各教科の教科用

図書と中学校の「特別の教科道徳」の教科用図書、および特別支援学級の教科用図書の採択につ

いて、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律の規程にもとづき、必要な事項を定

めるものでございます。

２の採択の基本方針につきまして、（１）の小学校教科用図書および（２）の中学校教科用図

書、「特別の教科道徳」の採択は、それぞれの教科書目録に登載されている教科書から行うことで

ございます。（３）の特別支援学級で使用する教科書については、必要がある場合は、学校教育法

附則第９条に規定された図書を採択することができるものとすることでございます。

３の採択の時期につきましては、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令
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第１４条の定めるところにより、本年の８月３１日までに行うことといたします。

４の採択のための組織および運営でございます。恐縮ですが、資料の最後にお示ししておりま

す補足資料とともにご覧ください。

（１）ですが、青梅市教科用図書選定委員会規則にもとづき、青梅市立小学校教科用図書選定

委員会および青梅市立中学校教科用図書選定委員会と、その下部組織である青梅市立小学校教科

用図書専門委員会と青梅市立中学校教科用図書専門委員会を設置いたします。

（２）の教科書の採択に関しましては、直接利害を有するものは委員になれないということで

ございます。

（３）につきましては、選定委員および専門委員会の委員が教科書の採択に関し、直接利害関

係を有する等、その任務を行うに不適当と青梅市教育委員会が認めた場合には、解任することが

できるということです。

裏面に続きまして、（４）専門委員会委員の推薦については、学校長が選定委員会会長に対し、

青梅市立小学校教科用図書専門委員会委員推薦書および青梅市立中学校教科用図書専門委員会委

員推薦書により行います。

（５）につきましては、選定委員会および専門委員会は、会長および委員長を選任の上、教育

委員会への報告を定めた項目でございます。

（６）につきましては、採択が行われるまで、選定委員、専門委員の氏名は部外秘とするとい

うことでございます。

（７）につきましては選定委員会の所掌事項について、（８）につきましては専門委員会の所

掌事項につきまして、（９）につきましては今回調査採択する教科等を示してございます。

（１０）につきましては、特に必要のある場合は、特記事項を選定委員会へ報告することがで

きるということでございます。

５の実施時期でございますが、本要領は、本日平成３０年４月１３日から実施いたしまして、

同年９月１日に廃止いたします。

説明は以上となります。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

【委員（大野）】 確認です。この小学校の教科書採択は、平成２０年の学習指導要領にもとづい

て、今使っている教科書の採択から４年たったので、残り１年しかないけれども、改めて採択す

るんだと。つまり、去年、学習指導要領が告示されましたけれども、それに伴ったものではない

と。現行のものの、来年１年使うものについて採択するということで間違いないですか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 おっしゃるとおりでございます。

【教育長（岡田）】 ３１年度も今年度と同じメーカーのものということでいいんですよね。

【教育指導担当主幹（拝原）】 １年間だけということで、次年度また新しい学習指導要領にもと

づいた教科用図書の採択がございますので、今回はその４年間というスパンの中での採択になり
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ますので、同じものを調査をして採択に至るということでございます。

【教育長（岡田）】 道徳は２年目だけれども、ほかは４年目ということですから、実質的には今

年度使っている教科書をもう１年使うということで、全く新規のものは、中学校の新たに教科化

する道徳で、何社かわかりませんけれども、我々がよく読んで初めての採択を実施する、ほかの

中学校の教科も引き続き同じものを使用するということでよろしいわけですよね。

【教育指導担当主幹（拝原）】 おっしゃられたとおりでございます。

【教育長（岡田）】 よろしいでしょうか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、平成３０年度青梅市立小中学校教科用図書採

択要領について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 平成３１年度から使用する青梅市立小中学校教科用図書採択の諮問について（教育指導担

当） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項３を議題といたします。平成３１年度から使用する青梅市

立小中学校教科用図書採択の諮問について、を説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 ただいまご承認いただきました教科用図書採択要領の内容に関係

することでございます。協議資料の３をご覧ください。

初めに、１の青梅市教科用図書選定委員会規則にもとづいた青梅市立小学校教科用図書選定委

員会への諮問についてでございます。

（１）の諮問事項につきましては、平成３１年度から使用する青梅市立小学校教科用図書の採

択について、（２）の諮問理由につきましては、平成３０年度青梅市立小中学校教科用図書採択要

領にもとづき、教科用図書の採択について意見を求めるものでございます。（３）答申の時期につ

きましては、平成３０年８月３日までということでございます。

次に、中段から下段にかけまして、２の（１）の検討事項につきましては、平成３１年度から

使用する青梅市立中学校教科用図書「特別の教科道徳」の採択について、（２）の理由につきまし

ては、平成３０年度青梅市立小中学校教科用図書採択要領にもとづき、教科用図書の採択につい

て意見を求めるものでございます。（３）報告時期につきましては、平成３０年８月３日までとい

うことでございます。

よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願いいたします。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

【委員（大野）】 これ諮問事項ですけど、１番が小学校、２番が中学校ですよね。１番の諮問事

項は道徳を除く教科書の採択ですけど、２の中学校の方で「特別の教科道徳」および特別支援学
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級の教科書の採択というふうに入っています。小学校は特別支援学級の教科用図書の採択という

のはしなくていいんですか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 大変申しわけございません、小学校につきましても特別支援学級

の教科用図書の採択については諮問することになっております。改めて訂正した資料を後ほどお

配りさせていただきます。大変申しわけございませんでした。

【教育長（岡田）】 次回、５月９日に、きちっとしたものを改めて報告をしてもらうという前提

でご協議いただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。

ほかにはよろしいでしょうか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、平成３１年度から使用する青梅市立小中学校

教科用図書採択の諮問について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第５ 議案審議

議案第１号 青梅市社会教育委員の委嘱について 

【教育長（岡田）】 次に、議案審議に移ります。

議案第１号を議題といたします。青梅市社会教育委員の委嘱について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、議案第１号 青梅市社会教育委員の委嘱についてご説明

いたします。

社会教育法第１５条の規定にもとづきまして、新たに委員を委嘱しようとするものでありま

す。

１枚おめくりください。青梅市社会教育委員につきましては、５月１３日をもちまして任期

満了となります。つきましては、社会教育法第１５条の規定にもとづきまして、名簿に記載の

１０名の委員を新たに委嘱しようとするものでございます。委嘱期間は、平成３０年５月１４

日から平成３２年５月１３日までの２年間でございます。

１枚おめくりください。左側が現任、右側が新規の方になっております。今回、再任の方が

６名、新任の方が４名でございます。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 新規の方のプロフィールがわかったら補足してもらえますか。

【社会教育課長（塚本）】 新旧対照表の上から２番目、明星大学の神山敬章先生は、教育社会

学、生涯学習学、地域社会学などの先生で、いわき明星大学の時代にはいわき市の社会教育委

員などを務められた、社会教育に関するエキスパートの方でございます。

その下、市川幸次さんにつきましては、体育協会の副会長でございます。

その下、飛田雪人さんにつきましては、青年会議所例会委員会委員でございます。
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下から２番目の宮野良一さんにつきましては、青梅市役所の元市民部長で、元社会福祉協議

会の事務局長、現役時代には社会教育課も経験がございます。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 それぞれ選出区分、また前任者との関係から推薦をいただいた方々という

ふうにご理解いただきたいと思います。

説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ございますか。

よろしいですか。それでは、これより採決いたします。

本件を、原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第１号 青梅市社会教育委員の委嘱に

ついて は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 次に、先ほど協議事項１が承認されたことに伴い、議案が１件追加される

とのことであります。

つきましては、本日の日程に議案第２号 青梅市教科用図書選定委員会規則の一部を改正す

る規則について、を追加したいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認め、本日の日程に議案第２号を追加いたします。

議案書を配付してください。

〔議案書配付〕

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

議案第２号 青梅市教科用図書選定委員会規則の一部を改正する規則 

【教育長（岡田）】 それでは、ただいま議題となりました議案第２号 青梅市教科用図書選定

委員会規則の一部を改正する規則、を説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、議案第２号 青梅市教科用図書選定委員会規則の一

部を改正する規則についてでございます。

こちらにつきましては、先ほどご説明したとおりでございます。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。それでは、これより採決いたします。

本件を、原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第２号 青梅市教科用図書選定委員会

規則の一部を改正する規則について は原案どおり可決されました。
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┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

再 日程第３ 教育長報告事項

１ 青梅市教育委員会事務委任規則第３条にもとづく専決処分の報告について（指導室） 

２ いじめ問題対策委員会調査部会報告の公表について（教育指導担当） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項１、青梅市教育委員会事務委任規則第３条にもとづ

く専決処分の報告について、および教育長報告事項２、いじめ問題対策委員会調査部会報告の公

表について、を議題といたします。

初めに、報告事項１は、青梅市立小・中学校教職員の人事異動の決定に関し、青梅市教育委員

会事務委任規則第２条の規定にもとづき、教育長の臨時代理をもって専決処分した事案について、

規則第３条の規定にもとづく報告であります。

次に、報告事項２は、青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会調査部会報告書の公表に関する

報告であります。

報告事項１は人事案件であることから、報告事項２は個人に関する案件であることから、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項および同条第８項の規定にもとづき、非公

開としたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、出席委員の３分の２以上の多数で議決しま

したので、非公開とすることに決定いたしました。

ここで、関係する職員以外の方の退席を求めます。

〔 退 席 〕

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【非公開】 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【公開】

【教育長（岡田）】 ここから、会議を公開といたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 以上で、予定された案件についてはすべて終了いたしました。その他何か

ありますか。

よろしいですか。

それでは、今後の日程について教育総務課長から説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 今後の日程についてご説明申し上げます。お手元に配付いたしまし

た資料をご覧ください。

来週、ちょうど１週間後になります４月２０日（金）には、東京都の教育施策連絡協議会が

午後２時から、会場は中野サンプラザホールで行われます。こちらにつきましては、現地集合・

現地解散ということで例年お願いしておりますので、よろしくお願いいたします。
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続きまして、５月９日（水）第２回教育委員会定例会を午後１時半から、こちら同じ会議室

で行います。

そして、５月１２日（土）・１３日（日）、釜の淵新緑祭が行われます。午前１０時から午後

４時まで、２日間にわたりまして、釜の淵公園、釜の淵市民館、郷土博物館ほかで開催される

予定でございます。

そして、４月２６日（木）、教育委員および教育委員会事務局幹部職員との歓送迎会を午後６

時半から青梅市福祉センター「うめの間」で開催いたします。５月３１日（木）には青梅市小・

中学校校長先生の歓送迎会、同じく午後６時半から青梅市福祉センター「すずらんの間」で開

催される予定ですので、よろしくお願いいたします。

説明は以上です。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第６ 教育長閉議および閉会宣言 

【教育長（岡田）】 以上で本日の日程は終了いたしましたので、閉会といたします。大変お疲

れさまでした。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

青梅市教育委員会会議規則第 26条の規定により、ここに署名する。

青梅市教育委員会教育長   

青梅市教育委員会委員


